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「地理的な見方，考え 方の基礎を身につける 指導の工夫」 

身近な地域の 学習を通して 

浦添市立浦添中学校 名 護 清 和 

1  テーマ設定の 理由 

地理学習の目標とは 何だろうか。 多くの地名・ 特産物を覚えさせることなのか ，それとも自然 

や社会にみられる 事象を地理的に 把握したり，解釈したりする 方なのか。 多くの議論があ る。 

中学校の新学習指導要領の 地理的分野の 大きな目標は ， 広い視野に立った 我が国土の認識と 地 

理 的な見方や考え 方の基礎を学ばせることの 二つであ る。 世界を大観させる 学習を背景にロ 本の 

諸地域学習の 理解が中心となっている。 それらの学習を 通して地理的事象を 多面的に見て ， 考え 

ることができることを 目標としている。 

11 月に学級で実施した ，社会科に関する 学級のアンケートによると ，社会科がきらいな 生徒が 

約 4 分の 1, 地理がきらいな 生徒が約半分となっている。 女子はさらに 高くなっている。 きらい 

な理由は， 「暗記することが 多い」， 「学習する内容が 難しい」があ げられている。 生徒は地理 

を 「暗記科目」と 表現する。 このことは地理学習の 目標であ る地理的見方・ 考え方が，生徒に 充 

分に身につけていないことを 意味するものであ る。 

私自身の授業実践を 反省してみると ， 

・教師が一方的に 教える一斉授業が 多かった。 

・教科書中心の 授業になり，地理的学習能力をつけるための 教材を充分に 準備できて い な 

かった。 

・知識注入の 授業になり，深く 考えさせる場を 与えなかった。 

以上のことから ，地理的見方・ 考え方の基礎を 身につけさせるための 授業改善や指導計画の 必 

要を痛感した。 

そこで， これまでの反省を 踏まえて次のことを 工夫したが。 

① 野外調査を取入れ ，地理的事象に 直接触れる体験的な 学習を設定し ，発展性を持った 単 

元づくりを行 う 。 

② 生徒の主体的な 学習を取り入れるなど ，学習形態を 工夫する。 

③ 読図 力 ，資料活用能力，統計を 処理できる能力などの ，地理的見方・ 考え方の手助けと 

なる地理的学習能力の 育成を図る教材を 準備する。 

このような手だてを 試みることで ，生徒が地理に 興味を持ち，学習課題を 深く追求するこ 

とで，地理的分野の 大きな目標であ る地理的な見方・ 考え方の基礎が 身につくと考え ，本 

テーマを設定した。 
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Ⅱ 研究内容 

]. 中学校社会科の 目標 

様々な角度や 国際的視野からの 3 分野の日 標 が示されている。 それぞれの目標が 達成される 

ことで，中学校社会科の 最終目標であ る公民的な資質の 育成をめざしている。 

広い視野に立って ， 我が国の国土と 歴史に対する 理解を深め，公民としての 基礎的   

。 バ Ⅰ ハ バ ハ バ 臣パ掛バヂパメパバ コパで 

  

    

公民的分野 

・公民としての 基礎的教義を 培 う 

  
地理的分野 歴史的分野 

    
・地理的な見方・ 考え方の基礎育成 ・我が国の歴史の 理解 

  広 い 視野に立った 我が国土の音 識 

  
        

図 1  中学校社会科の 構造図 

中学校社会科の 目標を構造化すると 図 1 のようになる。 地理的分野と 歴史的分野を 1 . 2 学 

年 で並行学習し ，その学習の 上に 3 学年では公民的分野を 学習することになっている。 これら 

の 学習では，社会的事象の 認識と，その 学習を通して 目指す目標があ る。 
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2. 地理的分野の 基本的目標 

目標は大きく ，広い視野に 立った我が国の 理解と地理的な 見方・考え方の 基礎を学ぶことに 

分かれる。 小 ・ キ ・高等学校の 一貫性から，学習の 中心を日本においてあ る。 

世界を大観させる 学習を背景に ， 日本の様々な 地域についての 理解を深めることに 

より，地理的な 見方や考えの 基礎を培 い， 広い視野に立った 我が国の国土に 対する 認 

識 を養 う 。 

3. 地理的分野における 身近な地域の 学習 

田 身近な地域の 学習の位置づけ 

中学校における「身近な 地域」 は「日本とその 諸地域』の中の 中項目として 位置付けられて 

いる。 「身近な地域」の 学習のねらいは ，直接的な観察や 調査を通した 地域的特色の 理解 ( 目 

的 概念 ) と ，それらの学習を 通して地理的な 見方や考え方の 基礎を培う ( 方法概念 ) の二つ 

であ る。 きら fc, この学習で培った 地理的な見方・ 考え方が「日本の 諸地域」の学習の 中で 

活用され，深まるよ う に期待されている。 

地理的公邸 5) では， 「地域調査などの 具体的な活動を 通して地理的事象に 対する関心を 高 

め， 様々な資料を 適切に選択，活用して 地理的事象を 多面的に考察し 公正に判断する 能力と 

態度を育てる。 」と示されている。 この目標は，まさに「身近な 地域」に期待されるものと 

いえよう。 

(2) 身近な地域の 学習の意義 

身近な地域の 学習を二つの 視点から進めていくなかで ，そのねらいが 充分に達成できなけ 

ればならない。 

この身近な地域を 学習する意義は 何であ ろうか。 い くつか挙げてみたい。 

① 生徒が直接体験できる 学習であ る。 地理的事象を 自分の目で観察することができ ，自分 

の手と足で直接的に 資料の入手が 可能であ る。 

② 野外観察・調査は ，自分の生活する 地域を学習するということで ，生徒の興味・ 関心を 

抱かせることができる。 

③ 身近な地域を 学習し，理解することによって ，自分の住む 地域に愛着を 持つとともに ， 

地域社会の一員としての 自覚もできる。 

① 野外観察・調査を 実施することで ，生徒中心の 主体的な学習の 展開ができ，意欲的な 学 

習が期待できる。 

⑤ 地理的事象に 直接的に触れられる 唯一の地域であ る。 そのため，他の 地域ではできない 

地理的事象を 地図やその他の 資料を使って 確認できる。 

⑥ 地理的な見方・ 考え方を身につけるための ，地理的学習能力の 育成にとって ， 最もその 

成果が期待される 単元であ る。 

この単元で学習した 成果が ， ・ 「日本の諸地域」で 活用できるという 意味で，地理的分野 

の 学習にとっては 欠くことのできないものであ る。 
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4. 地理的見方・ 考え方 

山 地理的見方・ 考え方とは 

中学校の地理学習における 地理的見方・ 考え方については ，今回改訂された 中学校新学習 

指導要領の目標の 中で示されている。 それをまとめて 見ると次のようになる。 

② 地域の人々の 生活における 事象を，地方的特殊性と 一般的共通性からとらえる。 

③ 日本や世界の 大小様々な地域のまとまりと ，その地域間の 関係について 考える。 

  ④ 地域の変容に 気づかせ，環境や 資源と人々の 生活との関わりを 考えさせる。   

地域をあ らゆる角度からとらえ ，人々の生活との 関わりを重視していると い える。 

地理的見方・ 考え方の基礎を 育成するものとして ，地域調査などを 通した体験的学習や 作 

業 的学習を一層重視している。 

地理的見方・ 考え方と地理的分野の 大項目との関わりを 構造化すると 次の図になる。 
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地理的分野の 学習は， 「世界とその 諸地域」 「日本とその   諸地域」 「世界の中の 日本」の 

三つの大項目から 構成されている。 小・中・高等学校の 一貫性から，学習の 中心は日本にお 

いてあ る。 その日本の大項目の 中に身近な地域の 学習は位置づけられる。 

学習が進められ ，最終的に到達するのが 二つの目標であ る。 地理的な見方・ 考え方を育成 

するものとして ，地理的学習能力の 補助があ る。 地理的学習が 発展していく 中で，地理的学 

習能力の補助を 受け，地理的見方・ 考え方の基礎が 身についていくと 考えられる。 そうする 

ことで，自分の 生活している 地域の地理的事象にも 興味を持ち，その 事象をあ らゆる角度か 

ら追求し，とらえることができる 生徒が育っものと 思われる。 

地理学習にとって 重要な能力は 多くあ るが，その中でも 特に重要なのは 読図 力 ，作図 力 ， 

統計を処理する 能力であ ろう。 日頃 の地理学習から ，地図と統計に 関する能力は 必要不可欠 

なものであ る。 

地理的学習能力をまとめると ，次のようになる。 

・読図 力 

・作図 力 

・観察力 ( 事実認識を含む ) 

・比較考察力 

・関係把握力 ( 因果関係を含む ) 

・資料活用能力 ( 読み取りを含む ) 

・統計処理能力 ( 計数処理を含む ) 

・調査聞き取り 能力 

・仮設を立てる 能力 ( 類推を含む ) 

・問題発見・ 解決能力 

，総合判断力 ( 再構成し結論付ける 能力も含む ) 

  
これらの能力は ，小学校から 中学校，高等学校へと 学習が進められていく 中で， さらに深 

化され，拡充されて い く。 地理的学習能力が 発達して い くには，それぞれの 発達段階におけ 

る 適切な教材の 準備が必要であ り，また，指導計画の 改善も必要であ る。 

@2) 地域をとらえる 四つの観点 

日本の諸地域の 学習を進める 際の四つの観点が ，指導要領に 示されている。 四つの観点 ( 窓 り 

は「自然と人々」， 「産業と地域」， 「居住と生活」， 「地域の結び 付きと変化」の 項目で 

あ る。 学習が理解しやすいように 内容を精選し ，構成できるように 示されたものであ る。 

この観点を利用し・ 身近な地域から 日本の諸地域学習までを 発展させて扱える 指導計画を 

立てることによって ，生徒の地域をとらえる 目も培われてくるだろう。 それが，さらには 地 

理的な見方・ 考え方につながると 思われる。 

次 ぺ ー ジに示した図は ， 四つの窓から 身近な地域であ る浦添市，沖縄県，そして 九州地方 

までを発展させた 指導計画であ る。 学習形態を工夫した 課題解決学習を 取入れ，生徒の 主体 

的な学習が展開されるよ う 配慮した。 浦添市で六つの 学習課題から 選択する小集団学習を 計 

画した。 沖縄県では，四つの 学習課題を選択し ， ペ ア で学習する。 単元としては ， ここで 終 

了するが，この 学習で培った 学習能力や地理的見方・ 考え方がさらに 深化・拡充されて ， 身 

ほ つくであ ろう。 
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観 点 浦 添 市 沖 縄 県 九 州 地 方 
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図 3  4 つの 槻点 、 ( 恕 ) を基にした学習指導計画 

一 134  一 



皿 授業実践 例 

時
 
校
 
4
 

木
 
)
 
 
 
日
 
8
 
2
 
月
 
 
 

 
 年
 

3
 
成
 
平
 

案
 
導
 

 
 

手
目
 

科
 

"
"
 
Ⅰ
 

社
 

学 級   年 7 組 男子 19 名，女子 18 名 

指導者 名 護 清 和 

]. 単元 名 「身近な地域の 観察と調査」 

2. 単元 観 

本 単元は， 「日本とその 諸地域」の最初の 方に位置づけられている。 ここでは，生徒が 生活 

する身近な地域を 日本の諸地域の 一部としてとらえ ， 「日本の諸地域」の 学習と関連付け ，そ 

の 特色を理解させる。 この学習では 観察や調査等の 活動と読図を 通して身近な 地域の特色を 理 

解すること ( 目的概念 ) と地理的な見方や 考え方の基礎を 培 う ( 方法概念 ) の 2 、 っ q ねら い か 

ら 成り立っており ，ここでの学習が「日本の 諸地域」の学習につ ほ げられるよう 工夫すること 

が大切であ る。 

この単元では ，実際に自分の 住んでいる地域の 地理的事象 ( 自然・人口・ 産業・土地利用等 ) 

を直接調査しまとめることによって ，地理的な見方，考え 方が身につくように 教材を樹 成 した。 

3. 指導目標 

Ⅲ 地図の縮尺ときまりを 理解させ，作業や 野外調査を通して 地図の活用の 仕方について 考え 

させる。 

@2) 野外観察の基本的な 心がまえ・ねらい・ 方法について 理解させる。 

㈲資料の収集とその 活用の仕方を 考えさせ，その 資料に基づき 適切な判断をする 能力の基礎 

を養 う 。 

(4) 自分の住む地域の 特色について 理解を深め，関心を 高めさせる。 

(5@ 野外調査を実施しまとめることによって ，地理的な見方・ 考え方の基礎を 身につける。 
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囲 ｜   学 習 形 僻 

施工 時 地図の見方 一 斉 学 習 

第 2 時 地図の利用 ( 作業学習 ) ペ ア 学 習 

  
ⅡⅣ タ 品品こⅠ % 高品 口 
邨 3 時 事前指導 

第 4 時 調査の開始 

抽 5 時 調査のまとめ 
小集団学習 (6 一 7 名 ) 

弗 7 時 油添 の人ロ 刑 添の土地利用 * 木崎 

我 

  8 時 甜 添の商工業 那冊 との結び付 

き   

7l1.,M;B 朗 L の自然と産業 

第 9 時 ヨ用ひ 才旨遵 

] ペ ア 学 習 

第 10 時 報告書作成 

第 ⅠⅠⅡ 韓 まとめ   一 斉 学 習 
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5. 単元の展開 
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学 習 活 動 育成する能力 

・等高線・縮尺，・ 方位，地図の 記号について 理 読図 カ 

解させる 

・いろいろは 地図があ ることに気づかせそれぞ 

れの目的を理解させる。 

・浦添市の 2 万 5 千分の 1 の地形図を使 い ，自読図 カ 

分の家や学校をさがす。 作図 カ 

・家から学校までの 通学路を記入する。 

・学校の高度を 予想し ， 調べる。 

・ 50m, l00m の等高線を引き ，色ぬ りをする。 

・浦添市の地形のよ う すを読み取らせる 

・土地利用のようすを 読み取らせる。 

・グループづくりをお 乙な う 。 

・学習課題を 選択する。 仮設を立てる 能力 

・学習課題の 予想を立てる。 問題発見・解決 能 

・野外調査の 計画を立てる。 読図能力 

( 項目・方法・ 地域・日程 ) 

・聞き取り 読図能力 

・資料収集 観察 カ 

・観察 調査聞き取り 能力 

・見学 
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学 習 谷 内 学 習 活 動 

野外調査のまと ・集めた資料を 整理し，まとめる。 

め ・調査の結果をレポートにまとめる。 

・発表の資料を 作成する。 

。 発表の仕方を 話し合わせる。 

 
 

調査結果の発表 ・自分達のグループの 調査結果をまとめて 学級 

で 発表させる。 

・他のグループの 発表を開いて 理解する 

・他のグルーブの 発表の評価をさせる。 

沖縄県の産業と 

生活 

自然の特色 

農業 

基地とくらし 

観光と開発 

  

育成ずる能力 

作図力 

比較考察力 

関係把握力 

資料活用能力 

統計処理能力 

問題発見・解決 力 

総合的判断力 

 
 

・学習の進め 方について説明をおこな う 仮設をたてる 能力 

・自分の学習課題を 設定させる。 問題発見・解決 能 

・学習計画を 立てさせる。 

・調べ学習を 開始する。 読図能力 

作図 カ 

・レポートを 集めた資料を 基にまとめさせる。 比較考察 カ 

関係把握力 

資料活用能力 

統計処理能力 

総合的判断力 

・沖縄県の位置を 確認し，自然の 特色を他の地 

域 と比較して理解させる。 

・沖縄県の農業を 自然条件との 関わりで理解さ 

せる。 

・沖縄県の土地利用から 軍事基地の存在と ，そ 

0 間 題 点を考えさせる。 

・沖縄県の観光の 現状を確認し ，問題点 はつ い 

て老 えさせる。 

  

学習形態 

卜 集団 学単 

ベア学習 

(2 人 ) 

一斉学習 
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6. 本 時の学習 「浦添市の 人 lJl 」 

「浦添市の土地利用」 

Ⅲ 本 時のねらい 

①浦添市の人口の 特徴を理解させるとともに ，人口の増加の 要因について 気づくことがで 

きる " 

②浦添市の土地利用の 特色を理解し ，その問題点をとらえさせることができる。 

@2) 学習指導過程 

  

学 習 活 動 

学習内容 一   指導上の留意点、 資 料 
生徒の活動 ;    教師の活動 

前 時の学習の反省説明を 聞く 発表の仕方，聞く 態 注意だけにならな 

度 について確認するいように 気を付け 

る 。 

本 時の学習の確認学習課題を 確認する学習課題とバループ 板書で確認 

の 確認を行 う 

浦添市の人口 発表をおこな う 

学習課題 1   
人口の変 ィ巳 

          浦添市の人ロ は 

        ど う 変容してい           年代別人口 

      るか。   
人口集中地区 

人口集中地区 質問をする 質問できるように 

しっかり聞かせる 

評価をおこなう 
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いろいろな観点か 

ら 客観的に評価さ 

し ，補足説明を 行っ l 返しにならないよ 

浦添市の土地利用 

次回の学習課題を 確 
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資料 2  アドバイスシート 

アドバイスシート 

      調査万法がわからない 人 l 

・テーマと調査結果を 確認したり，予想したりして ，調査方法を 考えてみる。 

・調査時間を 考えて，文献から 調べられることや 仲間との役割分担，フィールドの 調査範囲， 

フィールドで 可能な調査をよく 考えてみる。 

  調査項目をはっきりさせる。 そして，手順を 考え，調査表を 作ってみる。 

・先輩や友達の 調査方法も参考にしてみる。 

・先生に聞いてみる。 

， 新しく，正確なデータを 入手するための 工夫をする。 

l2. フィールド ヘ 出るとき l 
・フィールド ヘ 出る事双の準備が 最も大切であ る。 

調査範囲や調査ルートをはっきりさせておく。 

地形図，調査 表 ，メモ用紙などの 準備を忘れない。 

調査項目，調査場所を 確認しておく。 

調査時間を考えておく。 

  事後の整理をきちんとする。 

調査のデータを 早く集計しておく。 

再調査の必要がないか 確認する。 

l3. 調査結果をうまくまとめられない 人 l 
・ 表や グラフ，図を 使いわかりやすくまとめる。 

・つかんだ事実と 感想，予想などを 区別しておく。 

・目的に応じて 資料の表現方法や 活用を工夫する。 

・ 表や グラフ図の目盛り ，単位，方位，縮尺をしっかり 記入する。 
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資料 4  評価用紙 
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8, 授業実践後の 反省 

授業者の反省 

小集団でおこなう 課題解決学習は ，全学年度は 初めての取り 組みであ った。 

この学習を通して ， 即 地理的な見方・ 考え方の基礎が 身につけることは 大変難しい。 しかし， 

少しでもテーマに 近づくことを 目標に実施した。 

教材の面からみると ，浦添市の地理的事象を 取りあ げて教材化を 行った。 課題設定について 

は 教師の方で準備し ，選択させた。 生徒の主体的な 学習を進めるためにも ，生徒の中から 課題 

を設定できるところまで 高めることが 必要であ ろう。 そして，生徒に 資料を収集させるだけで 

なく，教師の 方でも準備し ，生徒に提示することも 必要だと感じた。 課題解決学習の 授業にし 

ても，資料の 見方や活用の 仕方でも，日頃 から意識して 取り入れる必要性を 感じた。 

男女各 3 人の 6 人バループ，計 6 グループで学習活動を 行ったが，積極的に 生徒を参加させ 

る而からも 4 人がよかった とぽ、 ぅ 。 実際の調査活動においての 参加は，以外にも 社会科がきら 

いの多い女子の 方が積極的で ，男子の方が 逆に消極的であ った。 リーダーを中心としたグルー 

プの指導も多いに 反省される。 特に，生徒が 行う学習計画の 段階で生徒一人一人の 役割分担を 

充分に指導できなかった。 このことが調査活動参加への 個人差が出てきた 原因であ ろう。 

地理的見方・ 考え方の基礎を 身につけたかどうかは ， 1 時間の授業や 1 単元の指導計画だけ 

では判断しにくい。 常にそれを意識した 授業の工夫が 必要であ ろう。 

感想や意見 

よかった 点 

・生徒がよく 調べている。 

，生徒中心の 主体的な課題解決学習を 設定している。 

・読図の指導が 充分に行われている。 

・発表の資料がうまくまとめられている。 

改善 点 

・この学習のねら ひ が生徒に充分に 伝わっていかなかったと 思われる。 なぜこの学習を 

行 う のか，何を学ぶのか。 目的意識をもたす 指導が欠けていたと 思われる。 

・資料を活用をもっと 深めてはどうだろうか。 

・もっと活発な 質問が出るように ，教師の方から 仕掛けてはどうか。 

・補足と説明の 時間では，教師がしゃべりやすぎて ，自分で進めている 感じがする。 

・発表グループ 以外の生徒，特に 男子の学習への 参加が消極的であ る。 

，土地利用では ，埋め立てと 関連して未来のビジョンまで 生徒に出させたらおもしろい 

と 思 う 。 

  発表における 表現力も必要であ る。 

，予想の立て 方が弱く，予想を 裏 付ける資料の 活 甲が 不足している。 

・資料の見方の 指導が必要。 
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9. 学習を終えて 

身近な地域の 学習を終えて ，この学習の 反省と生徒の 感想を書いてもらった ， 

学習を終えての 反省 ( 男子 14 人，女子 18 人 ) アンケート実施 W2 月 5 日 

Ⅲ この学習についてどう 思 、 「ましたが。 

ア おもしろかった ィ ふ つう ウ おもしろくなかった。 

(¥¥ 人 ) (18 人 ) (2 人 ) 

(2) この学習を通して ，あ なだの地理学習に 対する考え方はどう 変わりましたかの 

ア 興味が出てきた。 イ あ まり変わらない。 ウ きらいになった 

(5 人 ) (26 人 ) (0 ． 人 ) 

(3@ 地図の見方がわかり ，活用の仕方がわかりましたか。 

ア よくわかった。 ィ ふ つぅ ウ わからなかった 

(7 人 ) (17 人 ) (7 人 ) 

(4) 野外調査について 理解できましたか。 

ア よくわかった ィ ふ つぅ ウ わからなかった 

(9 人 ) (18 人 ) (4 人 ) 

(5) 資料を集めたり ， その活用の仕方がわがった。 

ア よくわかった ィ ふ つう ゥ わからなかった 

(13 人 ) (18 人 ) ( 2 人 ) 

(6) 浦添市についてよく 理解できましたか。 

ア よくわかった ィ ふ つう ゥ わからなかった 

(18 人 ) (15 人 ) (0 人 ) 

浦添市ほついての 理解については ，あ る程度理解を 深められた。 しかし，学習に 対する興 

味づけが足りなかったと 思われる。 地図の見方や 資料の活用にしても 理解が不十分と 言える。 

以外に女子の 方が野外調査を 持っているのがおもしろい。 

生徒の感想 

野外調査を終えての 感想 

  

  
    佑 " 、 Ⅰ ， L Ⅰ ( ア ") 、 ---%,-L---- ニ ー にか 仙 上りも わガ、 -%,-, 援 俊也 象 めだ ッ -:? 至仁 仮 、   
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野外調査を終えての 感想、 
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授業風景 

( 発表のよ うす ) ( 発表のよ うす ) 

( 教師の補足説明 ) ( 発表のよ うす ) 
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Ⅳ 研究のまとめと 今後の課題 

Ⅲ 研究のまとめ 

地理的な見方・ 考え方の基礎を 身につける，という 大きなテーマで 研究を進めてきた。 そ 

れをまとめてみると 次のようになった。 

①身近な地域から 九州まで，学習形態を 工夫し，発展性を 持った学習指導計画を 立てるこ 

とができた。 

② 生徒が自分の 住む地域に対しての ，理解を深める 学習指導が実施できた。 

③身近な地域の 学習において ，野外調査を 取り入れることで ，地理的な見方・ 考え方の手 

助けとなる，地理的学習能力の 育成を図ることができた。 

@2@ 今後の課題 

① 生徒の実態に 合わせた授業の 工夫していきたい。 

② 地理的見方考え 方は 一 単元の指導計画では ，その効果は 図りにくい。 それを意識した 年 

問 指導計画の作成が 必要であ る。 

v  おわりに 

現任校に採用されてから ，時間を掛けてじっくりと 教材を研究し ，自信を持って 授業に臨むこ 

とができないまま 6 年目になる。 今回の研修でその 課題であ った理論と教材研究を 深めることが 

できました。 

この 4 カ月の研修期間を 与えて下さいました 浦添市教育委員会，温かく 励まして下さいました 

福山所長をはじめとする 研究所の方々 ， ご指導して 戴 いた知俳 政俊 指導主事をはじめ ，各指導 主 

事の皆さんに 深く感謝中し 上げます。 
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